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用いた動物はすべて一定の諜境条件のもとで自家繁殖した Sprague-Da w ley ラットであり，実験
'1 1 はそれぞれ個別に隔離して飼育した。実験腫療は Walker carcinosarcoma 256 である D 模倣盲腸
胞はあらかじめゼラチンカプセノレに詰めた腫壌の小片を， ラット百腸先端部に包埋することにより作
成した。腫湯の切除線は盲腸起始部とした。












3 そこで，若い年令のラット(生後51--55 日)を用い切除までの日を 11 日に短縮すると， 着床
率，切除率は高く，しかも約60%に再発がみられ，ほぼこの実験目的に適うことを知りえた。
4 3 の条件のラットの切除時におけるリンパ節，肝，肺等への転移の状況を組織学的に検索する
と，局所リンパ節にのみ転移陽性例 (48例中 3 例)をみた。一方，同一材料を幼若ラットに接種
し，腫療が着床してくるか否かにより，腫場細胞の有無を生物学的に検索したが，局所リンパ節





腫場切除後，動物を 2 群に分け， 1 群は手術単独，他群は術後にマイトマシン C (以下MMC) を併
用した。総量 1.5mgjkg の MMC を 3 分割し，術直後に腹腔内および術後第 1 と 2 日に静脈内に
各々 0.5mgjkg ず、つ投与した。両群の直接予後に関係のある因子を比較したが，それらはほぼ均等
に分布していた。
1 単独群は61例，併用群は59例で，両群の 8 週間生存例をみると，単独群19例，併用群38例であ





3 8 週以内の死亡状況をみると， 併用群が単独群より長く生存するようである。平均生存日数

























c (0. 5mgjkg, 3 日間投与)がリンパ節，肝，肺などでの転移形成を著明に抑制し，術後の再発を明
らかに防止するとともに，再発死亡例についてみても，かなりの延命効果を示す乙とを証明した。
要するに本研究は，胃癌の切除術後に併用する化学療法の意義を検討しようとして， ラット盲腸癌
とマイトマイシン C を用いてその併用効果を明らかにしたものであり，この併用療法の今後の研究に
寄与すると乙ろ大きいものといい得る。
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